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【芙蓉】酔芙蓉 白芙蓉 紅芙蓉

中国原産の落葉低木。早朝、淡紅・白
などの大きな花を開き夕方にはしばむ。白い花が夕方にはまる
で酒に酔つたように赤みを帯びる園芸種は酔芙蓉と呼ばれる。
芙蓉閉づ をんなにはすぐ 五時が来て 坂間 晴子

６
月
１０
日

（こ

大
会
巾
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
テ
ル
大
広
間

（桜
の
間
）
で
第
６０
回
九

州
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ
た
ｃ
こ
の
大
会

は
九
州
俳
句
作
家
協
会
が
毎
年
各
県
持
ち

回
り
で
開
い
て
い
る
も
の
で
、
大
分
で
の

開
催
は
第
５４
回
大
会

（成
清
正
之
大
△
天
本

長
）
以
来
６
年
ぶ
り
。
大
分
県
現
代
俳
句

協
会
も
後
援
団
体
と
し
て
、

二非
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
会
会
長
兼
実
行
委
員
会
委

員
長
は
当
協
会
会
長
の
有
村

王
志
氏
。
事
務
局
長
は
当
協

会
顧
間
の
谷
川
彰
啓
氏
、
事

務
方
は
星
上
掃
氏
が
担
当
し
、

実
行
委
員
は
全
員
が
当
協
会

の
△
本国貝
で
構
成
さ
れ
た
．

午
前
９
時
、
足
立
掃
氏
の

司
会
で
大
ム
ムは
宇
刻
に
始
ま

つ

た
。
会
場
に
は

一
般
の
方
の

参
加
者
も
多
く
、
７０
名
が
っ

め
か
け
た
。
始
め
に
元
会
長

で
現
顧
間
の
河
野
輝
暉
氏
か

ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
続

い
て
有
村
王
志
大
会
会
長
が

「
一
時
は
投
句
数
が
伸
び
ず

に
苦
労
し
た
が
、
県
協
会
と

各
県
の
協
力
に
よ
り
、
千
六

百
五
十
三
句
と
い
う
、
か
つ

て
な
い
ほ
ど
の
数
の
作
品
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
厚

く
感
謝
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

福
本
弘
明
九
州
俳
句
作
家
協
会
事
務
局

長
の
挨
拶
の
あ
と
、
第
５‐
回
九
州
俳
句
賞

の
発
表
と
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
今
年
の
受

賞
者
は
福
岡
県
の
田
中
葉
月
氏
。

こ
の
あ
と
大
会
は
第
６０
回
大
会
の
入
賞

句
の
発
表
に
移
っ
た
。
作
品
数
に
ふ
さ
わ
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し
く
入
賞
数
を
百
以
上
に
設
定
し
た
こ
と
、

多
面
的
な
価
値
観
を
反
映
で
き
る
よ
う
に

大
会
選
を
５８
名
の
大
き
な
陣
容
に
し
た
こ

と
が
こ
の
大
会
の
特
徴
で
あ
る
。

表
彰
の
あ
と
、
各
県
代
表
が
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
っ
て

「入
賞
俳
句
検
証
」
を

行
い
、
次
回
開
催
県
の
紹
介
な
ど
の
あ
と
、

正
午
定
刻
に
大
会
は
終
了
し
た
。
こ
の
大

会
に
お
け
る
大
分
県
県
関
係
の
受
賞
者
は

以
下
の
通
り
。

第
６０
回
九
州
俳
句
大
会
受
賞
者

〈大
会
大
普３
　
　
　
　
　
　
　
（
一
席
）

に
ん
げ
ん
を
見
飽
き
た
花
か
ら
散
っ
て
ゆ
く

谷
川
彰
啓
氏

〈九
州
俳
句
作
家
協
会
賞
〉
　

（二
席
）

改
憲
論
も
う
葉
桜
に
な
つ
て
い
る

上
田
た
か
し
氏

兌
州
地
区
現
代
俳
句
脇
８
阜
　
（三
席
）

月
光
に
刺
さ
れ
て
か
ら
の
不
眠
症

田
口
辰
郎
氏

蝶
吹
か
れ
白
い
音
符
に
な
る
草
原

有
丞
具
理
子
氏

実
分
県
現
代
俳
句
協
会
賞
〉

山
国
の
喜
怒
哀
楽
を
畦
に
塗
り
有
村
王
志
氏

〈大
△
天
否
軍
３

鳥
帰
る
ま
だ
濡
れ
て
い
る
村
の
空

梶
原
千
代
氏

〈大
△
天
バ長
特
別
５

米
寿
な
る
自
祝
の
屠
蘇
と
な
り
に
け
り

江
藤
清
彦
氏

復

費

ヘ
イ
タ
イ
も
コ
メ
も
デ
ン
キ
も
出
し
て
過
疎

坂
本

一
光
氏

９

ニ

ラ

掌

学
校
の
図
書
室
が
好
き
秋
が
好
き

一日
悠
人↑
さ
ん

Ｏ
／
ュ
ニ
ア
奨
励
厚

春
の
波
会
話
が
動
く
レ
ス
ト
ラ
ン

〈
口
田
英
硲
基
貧
ｃ
ん

レ
て
背
中
の
春
を
感
じ
け
り

お
ん
ぶ
・

合
田
陸
翔
さ
ん

倉
含
５
８

農
継
が
ぬ
子
ば
か
り
成
し
て
春
田
打
つ

小
野
智
輔
氏

涸
れ
川
に
石
蹴
っ
て
ゆ
く
ま
だ
闘
え
る

成
清
正
之
氏

地
下
足
袋
を
取
り
替
え
令
和
春
田
踏
む

童

　
治
氏

「ユ==



一
本
の
補
助
線
欲
し
き
秋
思
か
な

小
野
宣
子
氏

石
こ
ろ
が
神
に
な
る
日
の
自
木
蓮

足
立
　
掃
氏

紫
陽
花
の
ひ
と
か
た
ま
り
の
暗
さ
か
な

立
麻
琴
路
氏

若
き
日
を
解
き
一
日
毛
糸
編
む
豊
國
隆
信
氏

実
贅

蕗
味
噌
の
瓶
に
故
郷
が
詰
め
て
あ
る

飯
田
幸
子
氏

蛇
穴
を
出
て
子
ど
も
ら
に
囲
ま
れ
る

稲
田
久
美
子
氏

た
ん
ぽ
ぽ
や
風
に
乗
れ
な
い
繁
い
く
つ

田
代
直
之
氏

九
条
を
知
ら
ず
に
逝
き
し
兄
に
夏

万
葉
太
郎
氏

女
寝
る
寒
の
卵
を
産
む
よ
う
に
河
野
輝
暉
氏

柏
手
の
届
く
近
さ
に
桜
鯛
河
野
則
子
氏

蛍
舞
う
も
う
人
間
に
戻
れ
な
い
赤
嶺
信
子
氏

永
き
日
の
手
首
に
う
す
き
輪
ゴ
ム
痕

瀬
川
剛

一
氏

ま
だ
逝
け
ぬ
あ
そ
こ
の
草
を
抜
く
ま
で
は

灘
波
瑞
穂
氏

七
十
年
戦
火
な
き
世
の
青
田
風
田
中
英
俊
氏

可
愛
気
の
な
い
婆
で
よ
し
春
矩
撻

高
木
礼
子
氏

第
■
回

幹
事
会
開
催

（大
分
市
コ 赤

子
抱
い
て
女
か
が
や
く
花
の
昼

神
　
慶
子
氏

遠
足
と
い
う
圭
目
空
の
予
約
席
平
田
千
代
子
氏

薫
風
の
度
々
通
る
自
動
ド
ア
」ケ
本
千
鶴
子
氏

錆
つ
い
た
ジ
ヤ
ン
グ
ル
ジ
ム
を
抱
く
桜

鎌
倉
真
由
美
氏

フ
ク
シ
マ
を
片
仮
名
に
し
て
春
め
ぐ
り

三
丸
祥
子
氏

長
さ
夜
の
病
衣
な
じ
ま
ぬ
ふ
く
ら
は
ぎ

伊
藤
利
恵
氏

缶
切
り
を
使
え
ぬ
母
や
多
喜
二
の
忌

松
廣
李
子
氏

ン
パ

ル
ホ
ー

ル
）

ジュニア賞受賞 :高悠介さん

幹
事
会
終
了
後
に
懇
親
句
会

７
月
２５
日

（木
）
大
分
一巾
コ
ン
．ハ
ル
ホ
ー

ル
３
１
２
会
議
室
で
、
第
１
回
幹
事
会
が

開
催
さ
れ
た
。
幹
事
会
の
任
務
は
２
月
の

総
会
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
、
協
会
の
方
針
を
滞
り
な
く
進
め

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

（会
則
８
条
３

項
、
及
び
１２
条
）

幹
事
会
は
ま
ず
入
会
者
と
退
会
者
を
確

認
し
、
２
月
の
総
会
以
降
６
人
の
会
員
を

協
会
に
迎
え
て
い
る
が
、
高
齢
や
死
亡
な

ど
で
退
会
し
た
会
員
が
４
名
い
て
、
拡
大

の
道
の
り
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
困
難
で

あ
る
こ
と
を
共
通
認
識
に
し
た
。

後
援
の
第
６０
回
九
州
俳
句
大
会
が
成
功

一異
に
終
了
し
た
こ
と

（１
面
～
３
面
参
昭
０
．

九
重
宝
人
幡

「第
１８
回
ア
ジ
サ
イ
ま
つ

り
」
は
当
協
会
員
甲
斐
素
純
氏
の
事
業
で

あ
り
、
地
域
の
俳
句
文
化
発
展
の
観
点
か

ら
県
協
天貸
か
ら
１
万
円
を
寄
付
し
た
こ
と
ｃ

会
報
、
及
び
句
会
報
発
行
の
件
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。
な
お
会
報
は
現
在
Ｂ
５
版

で
発
行
し
て
い
る
が
、
活
字
を
大
き
く
す

る
た
め
に
Ａ
４
版
に
移
行
す
る
べ
き
か
ど

う
か
も
検
討
さ
れ
た
。
Ａ
４
版

へ
の
移
行

に
つ
い
て
は
全
員
の
賛
成
を
得
た
が
、
重

要
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
今
後
役
員
と
会

員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

ま
た
、
総
会
決
定
事
項
で
あ
る
大
分
県

現
代
俳
句
協
会
賞
と
年
間

一
句
賞
も
現
状

通
り
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
ｃ
協
会
賞

の
選
者
は

「現
代
」
に
対
応
す
る
た
め
、

随
時
補
充
強
化
し
て
い
く
方
向
で
あ
る
ｃ

協
会
の
発
信
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の

施
策
と
し
て
、
本
年
１０
月
か
ら
４
年
ぶ
り

に
吟
行
俳
句
大
会
を
開
催
す
る
。
再
開
第

１
回
と
な
る
今
年
は
、
豊
後
大
野
市
で
行

う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（詳
細
４
面
）

今
後
も
、
年
に

一
～
二
回
の
吟
行
大
会
と

協
会
主
催
の
勉
強
会
、
研
究
会
等
を
増
や

し
て
い
く
（
昼
食
の
あ
と
、
幹
事
会
で
懇

親
句
会
を
楽
し
ん
だ
。

（関
連
５
面
）

懇
親
句
会
は
役
員
会
な
ど
、
今
後
機
会

あ
る
ご
と
に
開
催
し
て
い
き
た
い
．



大
分
県
現
代
俳
句
協
会
主
催
の
吟
行
俳

句
大
会
は
、　
一
九
九
二
年

（Ｈ
５
）
‐０
月

の
臼
杵
石
仏
吟
行
を
第

一
回
と
す
る
伝
統

あ
る
行
事
で
す
。
平
成
１５
年
か
ら
平
成
１７

年
ま
で
の
３
年
間
は
年
に
■
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

現
在
は
直
近
の
平
成
２７
年
の
玖
珠
吟
行

大
会
以
来
、
体
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
協

会
の
総
会
決
定
に
も
と
づ
き
、
再
開
第

一

回

（通
算
１９
回
）
の
吟
行
大
会
を
豊
後
大

野
市
二
重
町
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
会
の
お
世
話
は
二
重
町
の
狩
野

句
会
が
実
行
委
口果
本を
組
織
し
て
担
当
し

ま
す
。
実
行
委
員
△
本委
員
長
に
は
、
狩
野

句
会
代
表
で
、
当
協
会
副
会
長
で
あ
る
上

田
た
か
し
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
実
行
委

口果
会
で
は

「蕗
二
重
句
会
」
を
は
じ
め
、

地
域
の
俳
句
グ
ル
ー
プ
や
俳
句
愛
好
者
に

積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
く
予
定
で
す
。

豊
後
大
野
市
、
豊
後
大
野
市
教
去
ヨ
委
員
ベ
ム
、

大
分
合
同
新
聞
が
後
援
し
ま
す
。

吟
行
場
所
は
二
重
町
駅
か
ら
会
場
で
あ

る
市
役
所
ま
で
の
道
筋
、
市
役
所
長
の
三

重
川
周
辺
を
メ
イ
ン
と
し
ま
す
が
、

「錦

秋
の
二
重
町
を
詠
む
」
に
関
連
し
た
内
容

で
あ
れ
ば
細
か
い
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
役
所
ま
で
の
市
場
旧
道
周
辺
に
は
、

歴
史
的
建
造
物
が
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、

戦
国
時
代
か
ら
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
た

二
重
町
の
歴
史
に
し
ば
し
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
は
九
州
俳
句
大
会
、
来
年
は
当
協

会
の
３０
周
年
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
吟
行

俳
句
大
会
は
年

一
回
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

平
常
年
は
年
二
回
の
ベ
ー
ス
を
守
っ
て
い

き
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
の
開
催
予
定
地
は
、

大
分
市
、
別
府
、
日
円
、
中
津
、
国
東
な

ど
で
す
が
、
年
二
回
の
ベ
ー
ス
に
な
れ
ば

あ
っ
と
い
う
間
に
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
．

吟
行
句
会
は
地
域
が
主
体
で
す
。
例
え

ば
大
分
市
で
い
え
ば
、
府
内
町
大
会
、
萩

原
大
会
…
…
の
よ
う
な
細
分
化
し
た
開
催

も
可
能
で
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
の
す
ぐ

近
く
の
地
域
で
行
う
こ
と
に
意
義
が
あ
り

ま
す
の
で
、
数
名
を
集
め
ら
れ
る
方
は
ぜ

ひ
事
務
局
に
名
乗
り
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
吟
行
大
会
の
ほ
か
、
句
会
や
勉
強

会
、
講
習
会
な
ど
も
各
地
域
で
開
催
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
）^
会
口貝
の
一
人
ひ

と
り
の
方
が
俳
句
文
化
を
地
域
で
根
付
か

せ
る
運
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

＝
吟
行
大
会
要
項
＝

。
１０
月
６
日

（日
）
小
雨
決
行

。
豊
後
大
壁
咆
巾
役
所
２
階

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

・
午
前
Ｈ
時
半
投
２
第
り
谷
場
で
技
句
）

。
参
塑
轟
料

筆
啓
萱
持
参
の

と
）

◇
初
心
者
の
方
、
会
員
外
の
方
歓
迎

◇
１０
時
か
ら
Ｈ
時
半
ま
で
に
投
句

◇

一
人
三
句
出
し
。
投
句
用
紙
は
会
場
で

◇
食
事
は
投
句
の
あ
と
各
自
で

ｏ
大
会
は
１２
時
半
か
ら
開
会

◇
‐６
時
が
終
了
予
定

◇
ェ払
い
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す

＝
大
会
実
行
委
員
長

上
田
た
か
し
氏
の
挨
拶
＝

こ
の
度
二
重
町
で
１４
年
ぶ
り
の
吟
行
俳
句

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（̈

花
鳥
風
月
ゃ
名
所
旧
跡
を
詠
む
だ
け
が
俳

句
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
二
重
堕
中
場
の
人
々

の
生
活
や
、
〓
．重
川
周
辺
の
何
げ
な
い
景

色
も
立
派
な
俳
句
の
題
材
で
す
ｆ
自
伏
Ｔ
」、

そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
人
の
喜
怒
哀
楽
な

ど
を
自
由
に
詠
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

秋
の
さ
わ
や
か
な

一
日
を
俳
句
で
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

二重町駅前の風景



第
２２
回
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
賞
募
集

大
分
県
現
代
俳
句
協
会
賞
は
長
い
間
中

断
し
て
い
ま
し
た
が
、
総
会
決
定
に
も
と

づ
き
昨
年
か
ら
復
活
し
ま
し
た
。
今
年
は

第
２２
回
の
募
集
に
な
り
ま
す
。
こ
の
賞
は

県
協
会
の
日
指
す
俳
句
の
方
向
性
を
内
外

に
示
す
と
と
も
に
、
県
協
会
の
質
的
向
上

（応
募
者

。
選
者
と
も
）
を
は
か
る
目
的

で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
に
の
べ
２‐
名

の
受
賞
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
以
下
の

要
領
で
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈応
募
要
項
〉

応
募
資
格

¨
県
協
会
口貝
で
あ
る
こ
と

（同
賞
受
賞
者
は
除
く
）

作
　
　
品

一
２０
句

（
一
人
一
編
限
り
。
必

ず
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
く
だ
さ
い
ｃ
平

成
３０
年
ｌｏ
月
～
人Ｔ
和
元
年
９
月
の
作
品
。

既
発
表
、
未
発
表
は
問
わ
な
い
）

応
募
用
紙

一
横
方
向
縦
書
き
の
Ａ
４
原
稿

用
紙
使
用
の
こ
と

（ワ
ー
プ
ロ
も
こ
れ

に
準
ず
る
）
．
誰
で
も
読
め
る
字
で
書

き
、
右
の
欄
外
に
タ
イ
ト
ル
、
左
の
欄

外
に
氏
名

（俳
号
）
を
明
記
す
る
。

締
　
　
切

一
１０
月
１７
日

（本
）
消
印
有
効

応

募

料

一
２
千
円
。
小
為
替
等
を
作
品

に
同
封
の
こ
と

送

り

先

一
事
務
局

（足
立
）
ま
で

選
　
　
者

¨
委
嘱
中

注
意
事
項

一
作
品
は
一
句

一
句
の
出
来
映

え
の
他
に
、
２０
句

一
組
の
タ
イ
ト
ル
を

含
ん
だ
完
成
度
も
選
考
の
対
象
に
な
り

ま
す
っ
応
募
後
の
訂
正
に
は
応
じ
ら
れ

ま
せ
ん
ｃ
返
却
は
し
な
い
の
で
、
必
要

な
ら
コ
ピ
ー
を
取
つ
て
く
だ
さ
い
。
選

考
は
、
条
件
を
揃
え
る
た
め
に
作
者
名

を
伏
せ
、
活
字
化
し
て
選
者
に
渡
し
ま

す
ｃ
活
字
化
の
際
は
十
分
見
直
し
ま
す

が
、
難
読
が
原
因
に
よ
る
打
ち
間
違
い

は
、
応
募
者
の
責
任
と
し
ま
す
。九

州
地

区
現
代
俳

句
大
会
は
、

現
代
俳
句

協
会
九
州

地
区
連
絡

会
が
主
催

し
て
、　
三

年
に

一
回

第
１
回
彗
貢

麗
瞑
の
墾
秘
裂

〓
作
品

第

一
回
幹
事
会
終
了
後
ヽ
幹
事
会
で
一

人
三
句
出
し
の
懇
親
句
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
ｔ

未
来
図
の
す
り
切
れ
て
ゐ
る
当
夏
生
白
水
風
子

平
和
の
礎
二
名
追
加
や
仏
桑
花
井
元
一屈
缶

靴
紐
を
直
す
少
生
夏
来
た
る

菅
登
喜
子

父
の
忌
を
終
え
炎
帝
の
長
い
舌
足
立
　
掃

こ
の
先
は
自
侍
の
営
み
田
水
沸
く田
中
　
充

行
く
末
は
風
に
任
せ
て
草
む
し
る田
代
直
之

各
県
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

年
は
そ
の
開
催
年
に
あ
た
り
、
担
当
県
は

鹿
児
島
で
す
。
大
分
県
は
直
近
で
は
平
成

２７
年
の
第
ｌｏ
回
大
会
を
担
当
し
て
い
ま
す

．̈

こ
う
し
た
大
会
は
、
担
当
者
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
俳

句
文
化
の
土
台
の
ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
普
通
に
俳
句
に
親
し
み
、

俳
句
に
つ
い
て
語
れ
る
の
も
、
こ
う
し
た

活
動
の
総
和
の
お
か
げ
で
す
．
こ
れ
が
な

け
れ
ば
俳
句
は
す
ぐ
に
衰
退
し
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
ｃ
今
年
人
分
が
担
当
し
た
九
州

俳
句
大
会
で
そ
の
こ
と
を
二踊
感
し
ま
し
た
．

大
会
作
品
の
応
募
と
、
あ
わ
せ
て
大
会

へ
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
．
大
会
の
内

容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

第
曖
回

九
州
地
区
現
代
俳
句
大
会
の
お
知
ら
せ

宿 選 締 電
泊 者 切 話 究葛

日
時

大
会
会
場

講
演

対
談

※
鹿
児
島
か
ら
依
頼
さ
れ
た
案
内
兼
投
句

用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す

令
和
元
年
Ｈ
月
３０
日

（ｔ
）

午
後
１２
時
よ
り
受
付

午
後
１
時
～
午
後
５
時

ホ
テ
ル
パ
レ
ス
イ
ン
鹿
児
島

０
９
９

（２
２
３
）
１
１
１
１

中
村
和
弘

（本
部
協
△
天
本長
）

一薪
健
俳
句
と
九
州
の
俳
句
作
家
た
ち
」

斎
藤
慎
璽

（俳
人
深
夜
薫
貢
性二↓

高
岡

修

（俳
人
詩
△

「俳
句
の
現
在
／
俳
句
の
未
来
」

二
句

一
組
千
円
、
参
加
資
格
不
間

〒
８
９
２
・
０
８
３
６

鹿
児
島
市
錦
江
町
１
１
の
１
３
の

６
０
６
ジ
ャ
プ
ラ
ン
内

０
９
９

（２
１
０
）
７
７
１
３

令
和
元
年
十
月
十

一
日

（消
印
）

委
嘱
中

今
回
は

一
日
完
了
の
行
事
で
す
。

宿
泊
者
は
ご
自
分
で
ご
予
約
を
。



り
し
―
エ
ツ
セ
イ
　
連
載

①

「
私

と

俳

句

」

飯

田

幸

子

私
が
初
め
て
俳
句
に
接
し
た
の
は
、
田

原
千
暉
さ
ん
の

「山
々
は
雪
の
伏
流
ピ
ラ

カ
ン
サ
」
と
い
う
句
だ
っ
た
。
こ
の
句
は

「す
べ
て
が
死
に
絶
え
た
よ
う
な
厳
し
い

冬
の
中
で
も
、
雪
解
け
水
は
大
地
の
伏
流

と
な
っ
て
巡
り
、
や
が
て
こ
ん
な
に
も
赤

い
ピ
ラ
カ
ン
サ
の
実
を
育
て
る
の
だ
」
と

い
う
内
容
で
、
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る

民
主
主
主塾
実
現
の
た
め
の
運
動
と
同
じ
だ

な
あ
と
い
う
意
味
で
心
打
た
れ
た
。
私
も

「雪
の
伏
流
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ
た
。

し
か
し
当
時
は
、
私
が
大
分
市
議
と
し

て
多
忙
を
極
め
て
い
た
頃
で
、
自
分
が
俳

句
を
始
め
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
病
気
で
退
職
し
た
頃
、
と
あ

る
句
会
に
誘
わ
れ
入
会
し
た
。
月
に
二

・

三
句
出
し
て
句
会
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、

そ
こ
で
は
俳
句
の
基
本
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

は
な
か
っ
た
。

あ
る
日
そ
の
句
会
に
成
清
正
之
先
生
が

来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
先
生
は

一
句

一

句
の
言
葉
に
つ
い
イゝ

的
確
で
厳
し
い
批

評
を
さ
れ
た
。
こ
の
先
生
に
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
た
。

先
生
に
そ
の
旨
を
お
願
い
す
る
と
、
気

持
ち
よ
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ｃ
先

生
の
個
人
授
業
は
、
月

一
回
で
は
あ
る
が
、

と
て
も
密
度
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。

「魚
の
釣
れ
そ
う
な
場
所
を
見
極
め
な

け
れ
ば
魚
は
釣
れ
ま
せ
ん
。
俳
句
も
同
じ

こ
と
で
す
。
感
動
を
中
心
に
俳
句
に
詠
む

の
で
す
」

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
先
生
は
、

「吾

ら
が
食
う
鰯
に
光
る
鱗
な
し
」
と
書
い
た

色
紙
を
く
だ
さ
り
、　
コ
」れ
は
田
原
千
暉

さ
ん
の
句
で
す
。
飯
田
さ
ん
は
こ
れ
か
ら

こ
の
よ
う
な
俳
句
を
目
指
し
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
。
私
は
、
そ
の
句
か
ら
千
暉
さ

ん
の
生
涯
を
通
じ
て
の
決
意
を
読
み
取
り

強
く
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。
庶
民
の
暮
ら

し
に
寄
り
添
う
こ
と
、
感
動
は
そ
の
中
に

あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
今
で
も
先
生
の
言

葉
と
、
千
暉
さ
ん
の
句
を
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
思
い
出
す
。

夫
が
九
年
前
旅
立
つ
た
。
そ
の
こ
ろ
私

は
油
絵
を
習
っ
て
お
り
、
県
美
展
に
出
し

て
三
回
入
選
し
て
い
た
。
ま
だ
俳
句
は
時

折
と
い
っ
た
程
度
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
夫

が
亡
く
な
る
と
、
油
絵
は
ぶ
っ
り
と
止
め

て
し
ま
い
、
俳
句
に
気
持
ち
が
強
く
寄
つ

て
い
っ
た
。

「あ
と
二
回
入
選
し
た
ら
県

美
協
の
会
員
に
な
れ
る
の
に
な
ぜ
や
め
る

の
？
」
と
友
人
た
ち
に
問
わ
れ
た
。
そ
し

て
気
が
つ
い
た
。

「俳
句
は
自
分
の
気
持

ち
を
詠
め
る
か
ら
」
と
。

夫
が
亡
く
な
っ
て
自
分
の
気
持
ち
を
俳

句
に
託
し
て
次
つ
ぎ
と
詠
ん
だ
。

夫
逝
き
し
あ
と
茫
々
と
夏
暗
し

悔
い
て
ば
か
り
夫
亡
き
家
の
木
樫
咲
く

鳥
打
帽
の
面
影
追
い
ぬ
秋
の
暮
れ

俳
句
を
通
じ
て
夫
に
語
り
か
け
問
い
か

け
る
こ
と
が
で
き
、
気
持
ち
が
安
ま
っ
て

い
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

し
か
し
、
俳
句
は
む
ず
か
し
い
。

「い
ち
ば
ん
言
い
た
い
こ
と
、
結
論
は

隠
せ
」

「説
明
と
観
念
は
俳
句
の
敵
」

な
ど
な
ど
、
成
清
先
生
の
言
葉
が
私
の

耳
か
ら
離
れ
な
い
。
俳
句
は
私
に
と
つ
て
、

い
つ
で
も
答

こヽ
一
２
両
い
峰
で
あ
る
。
こ

の
道
を
登
つ
て
行
く
の
は
苦
し
い
が

一
歩

一
歩
、
楽
し
み
た
い
と
も
思
っ
て
い
る
。

↑
」の
エ
ッ
セ
イ
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

編
集
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

第
１
回
雑
詠
句
会
結
果
発
表

句
会
報
第
１
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
第
１

回
雑
詠
句
会
の
昴
得
点
句
で
す
ｃ

〔‐２
点
句
※
１
句
〕

中
七
が
拗
ね
た
ま
ま
な
り
葱
坊
主

白
水
　
風
子

〔Ｈ
点
句
　
※
２
句
〕

名
月
を
蹴
と
ば
し
妻
が
家
出
す
る

田
口
　
辰
郎

夏
服
の
首
透
き
と
お
る
十
五
歳
足
立
　
町
子



〔１０
点
句
　
※
４
句
〕

幸
せ
の
形
そ
の
ま
ま
夏
布
団小
野
　
智
輔

ひ

と

”
〓
だ
い
た
「
■
絆
事
■
■
●
Ｉ
ｔ

ず
二
Ｉ
一̈
、■
●
ｔ
ｉ
ｔ
ｔ
ｉ
、
■
■
三

運
ｉ
キ■
れ
た
　
　
一一≒
一一一一■
一■
ｉ
ｔ

‐・
，
■

へ
山
ｒ
，
一二
二

■
■
　
ヽ
―

ヽ
■
二
■
■

一
一
●
．　
■

〓‘、
ｔ
ｒ
、お
■
●

〓
ｉ
ヽ

、一■
●

、　
一一一Ｉ
一ヽ

　
一摯

・，
、
　
一
、
一
一
、　
　
三
一
、　
〓
一〓
一議
．一
一
三
二

一́一

二
↑
一
●

一
ず
一Ｉ
〓
二
二
　
・、■

，
１１
争
∴
一一
轟
一

‐ｉ

三

ｔ

ｉ
　

・、

■

■

■
七

■

二

〓

澪

■

・Ｉ

■

ｔ

■

■

　

■
■

　

　

一
■

ｒ

難韻掛鳩知難蒙翻蒙鍵鮨器鶴づくりを　　一，一“　打”心六」ん

研さん重ね多彩な作句を

田
を
植
え
て
直
会
の
膳
村
生
き
る

福
井
ト
ミ
子

甜
瓜
わ
っ
て
昭
和
を
確
か
め
る
鎌
倉
真
由
美

え
た
。
軽
い
の
で
は
な
藝
、
爾
易
平
明

な
句
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
１０
年

は
か
か
る
。
鑑
贅
銀
は
い
い
も
の
が
あ

る
し
、
み
ん
な
藁
薔
鐵
な
だ
け
に
そ
こ

を
ど
う
肇
き
簿
ば
し
て
ゆ
く
か
」
と
爾

鐵
に
も
量
欲
を
み
せ
る
。

「い
ろ
い
ろ

な
大
会
覆
ど
ん
ど
ん
投
旬
し
て
ほ
し

い
ぅ
震
が
全
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、彗
い
人
に
は
そ
れ
が
動
募
に
な
る
」

１
９
６
２
年
、
人
分
合
間
新
聞
譲
書

文
書
濯
器
選
者
だ
っ
た
紋
囲
穣
千
簿
さ

ん
が
主
宰
す
る

一石
一
に
入
会
．６７
年
、

蕪
３
鶴
大
分
会
鐵
畿
書
文
書
年
間
質
を

受
鑢
し
た
．
維
旬
か
ら
離
れ
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
数
金
子
発
太
さ
ん
の
旬
に

崚
発
さ
れ
贄
鑽
で
本
格
的
に
再
開
曇
金

子
さ
ん
主
宰
の

一海
電
一
経
投
鶴
を
始

め
、
７３
起
に
緩
人
華
贅
を
受
け
、
国
人

近
道
の
な
き
炎
天
に
さ
し
か
か
る

梶
原
　
千
代

〔９
点
句
　
※
３
句
〕

黙
祷
を
解
け
ば
高
鳴
る
蝉
時
雨
足
立
　
　
掃

生
き
て
ま
た
消
え
ゆ
く
村
や
土
匂
う

田
中
　
　
充

白
シ
ヤ
ツ
に
千
の
風
入
れ
生
き
て
い
る

上
田
た
か
し

〔８
点
句
　
※
６
句
〕

さ
よ
な
ら
と
言
わ
ず
夏
某
英
噛
ん
で
い
る

足
立
　
　
掃

枯
野
来
る
ひ
と
り
は
死
者
の
帽
被
り

成
清
一　
正
之

リ
ラ
冷
え
や
歯
科
の
お
か
し
な
椅
子
に
寝
る

瀬
川
　
剛
一

宇
佐
平
野
掩
体
壕
の
初
夏
の
黙
倉
猾
一
順
子

土旦
墓
騒
入
所
を
決
め
た
母
と
い
る

鎌
倉
真
由
美

若
き
日
の
父
の
掌
に
あ
る
桑
苺
陣
野
千
恵
子

第
２
回

雑
詠
句
会

募
集

当
季
雑
詠
三
句
を
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
等
で
編
集
部
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
三
締
切
は
９
月
３０
日
金
曜
日
ま
で
［

（当
日
消
印
有
効
）
　

雑
詠
句
会
の
作
品

は
年
間

一
句
賞
の
対
象
に
な
り
ま
す
ｃ

句集のお問い合わせは事務局まで

`

人分合同新聞 「ひと」欄・2018年 4月 21日 朝刊3面に掲載分

L

颯
の
場
書
き冬

梶
原

千
代

氏
　
盆
豆後
大
野
）

句
集

「風
の
落
書
き
」
を
出
版

来
年
米
寿
を
迎
え
る
ご
本
人
の
た
め
に

か
首
い女
の
和
田
明
姜
さ
ん
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

立覇
欠
奇
裂
ム長
い
上
田
た
か
し
氏
の
序
文
。

余
寒
な
お
要
観
察
の
心
電
図

一層
書
き
を
拍
手
で
消
し
て
花
の
宴

日
脚
伸
ぶ
少
し
遠
出
の
車
椅
子

若
竹
の
ど
の
節
か
ら
の
反
抗
期

た
っ
ぷ
り
と
い
く
さ
無
き
世
に
水
を
打
つ

稲
刈
り
し
余
熱
の
中
に
村
ね
む
る

（
煙
覇
秒
Ｕ

覆

〓
］量

鍬
田

建
二
　
Ｔ
谷
）

お
に
ぎ
り
と
お
し
り
を
の
せ
て
春
を
漕
ぐ

稲
田
久
美
子
　
宣
豆後
大
き

教
室
の
窓
に
残
暑
が
居
座
れ
り

7

一資
な
っ
卜
ヽ

な
襲
肇
出
義
．
県
難
羮
時
代
に
、
結

場
を
犠
縫
最
初
の
動
馨
嬢
だ
つ
た
筒
鐵

薔
に
よ
笹
し
た
，
エ
ン
ド
ウ
、
タ
マ
ネ

窪
し
み
、
甕
と
犬
１
匹
と
暮
ら
す
。
本

名
は
英
華
〓　
　
　
　

書^
村
響
江
美
）



【逝
去
謹
悼
】

）墾
工
　
峻
士
　
氏

４
月
２７
日
ご
逝
去

全早
年
６６
工‘

若
山

　

茂
　
氏

平
成
３０
年
１
月
３
貝
ア」浙
去

（早
年
８５
歳
）

駒
走
　
松
恵
　
氏

５
月
２０
日
ご
逝
去

企旱
年
‐０‐
歳
）

生
野
　
閑
人
　
氏

４
月
２
日
ご
逝
去

企早
年
８‐
ェ８

【一返
△
ム】

羽
立

み
ち
こ

氏

（中
津
）

６
月
１７
日
付
け

【葦

】

豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

阿
部
正
調
入
選

花
野
か
ら
こ
と
ば
の
束
を
持
ち
帰
る

上
田
た
か
し

盆
豆後
大
野
）

萩

・
椿
ま
つ
り
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

旦取
値
は
本
盗
冨
（

落
ち
て
こ
そ
紅
避
る
藪
椿

小
野
　
智
輔

（大
８

第
６６
回
長
崎
原
爆
忌
平
和
祈
念
大
会

長
崎
県
議
会
議
長
賞

紙
魚
だ
ら
け
付
箋
だ
ら
け
の
原
爆
史

長
崎
新
聞
社
賞

人
月
を
背
負
い
き
れ
な
い
被
爆
の
本

田
口
　
辰
郎

（大
分
）

第
１８
回
八
幡
宮
ア
ジ
サ
イ
祭

ア
ジ
サ
イ
準
大
賞

令
和
へ
と
つ
な
ぐ
紫
陽
花
宝
宮

菅

　

撮
子

（大
ε

九
重
町
長
賞

ふ
る
里
に
絆
広
げ
る
七
変
化

甲
斐
加
代
子

（大
ε

な
し
か
賞

人
鹿
や
宝
人
幡
四
龍
酔
ふ

田
代
　
直
之

（由
布
）

い
き
い
き
貫

ア
ジ
サ
イ
に
ハ
イ
タ
ツ
チ
す
る
男
の
子

宮
崎
　
山
景

（日
田
）

湯
つ
た
り
賞

）足
し

四
施
描
く
パ
レ
ッ
ト
に
水
少
―

掃

盆
豆後
大
野
）

足
立

《
発
展
基
金
寄
付
》

。
第
６０
回
九
州
俳
句
大
会
　
４
９
１
２
円

美
術
館
で
句
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

令
和
元
年
８
月
３０
日
発
行

会
報
第
百
十
七
号

発
行
人
・
有
村
　
王
志

発
行
所

。
人
分
県
現
代
俳
句
協
会

編
集
人
・
足
立
　
掃

5月 14日 、俳句連盟が運営

するOPAM(大分県美術館)

の催しに参加しました

句

会

探

馘

５

人

分
市

　

俳

遊
会

俳
遊
会
が
誕
生
し
た
の
は
平
成
２５

年
１
月
の
こ
と
で
あ
る
。
大
分
銀
行

Ｏ
Ｂ
で
、
主
に
大
分
合
同
新
聞
文
芸

欄
に
投
句
し
て
い
た
４
人
で
始
ま

っ

た
．　
一
党

一
派
に
偏
し
な
い
、
リ
ー

ダ
ー
も
置
か
な
い
と
い
う
の
が
了
解

事
項
で
、
自
由
な
気

風
が
身
上
。
現
在
会

員
は
７
人
。

毎
月
の
例
会
は
大

分
市

内

の
居

酒

屋

「五
條
」
で
毎
月
２０

日
以
降
に
開
催
し
て

い
る
Э
午
後
１７
時
半

よ
り
、

Ｅ

杯
や
り

な
が
ら
」
の
句
会
で

あ
る
。
幹
事
は
順
番
制
で
、

句
の
取
り
ま
と
め
、

当
日
の
司
会
を
担
当
す
る
。
事
前
に

兼
題
２
句
、
自
由
第
１
句
の
計
３
句

を
幹
事
に
提
出
。
そ
れ
を
１
句
ず

つ

半
紙
に
筆
書
き
し
、
当
日
会
場
の
壁

に
兼
題
ご
と
に
３
回
に
分
け
て
展
示

す
る
。
参
加
者
は
そ
の
中
の

一
句
を

選
句
し
、
な
ぜ
採

っ
た
か
、
採
ら
な

か
っ
た
か
、
高
得
点
の
句
で
あ

っ
て

も
容
赦
な
い
。
こ
の
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ

ン
が
と
て
も
勉
強
に
な

る
よ
う
だ
．

最
後
に
作
者
名
が
明

か
さ
れ
る
。
討
論
を
ふ

ま
え
て
の
作
者

の
弁
。

こ
れ
を
繰
り
返
し
た
お

か
げ
で
最
近
で
は
ほ
ぼ

全
員
が
合
同
新
聞
文
芸

欄
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
レ
ベ
ル
ア
ツ
ブ́
し
た
。

県
協
会

の
会
員
は
、

幹
事
の
田
代
直
之
氏
を

含
め
現
在
４
名
．

大分県現代俳句協会
OITA― KEN GENDAI ‖AIKU ASSOCIAT10N

会長 有 村 王 志
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